1５　避　難　経　路　図
  校内のあらゆる場所での事件・事故災害を想定して、その事案に対応した複数の避難経路を準備しておく。
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                                 ２　　階

  ＊校内に複数の避難場所や経路を設定しておく。

  ＊避難場所や経路は、災害や不審者侵入の状況によって判断し、本部が指示をする。

　　指示がない場合は教室にいる教職員が判断する。危険等から離れることを原則にする。

　　児童にも危険から離れることを指導しておく。

  ＊避難したときには、教職員の役割分担に従って、児童の安全確認を行う。

　＊不審者侵入や犯罪予告、弾道ミサイル発射時は、教室に残り避難体制を整える場合もある。

	 校外の避難場所


　災害に応じて、校外の避難場所を設定する。

　津波や洪水で校内に残ることが危険な場合は、速やかに○○の高台に向かう。なお、避難先の決定については、市町村の防災部局と協議しておく。

　避難場所に設定した場所とは事前に連携しておく。（市の防災担当部局と十分な協議が必要）

	○○川の氾濫
	国道○号線を通って□□高等学校の体育館へ避難する。
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